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研究要旨 

 ライフステージに応じた関節リウマチ(RA)患者への支援には、医師以外の様々なメディカルスタッフの

協力が不可欠である。しかし、実際の現場からは、患者支援に際して参考となるガイドやマニュアルなど

がないなどの意見が多い。本研究の目的は、RA診療に関わるメディカルスタッフ(看護師、薬剤師、理学療

法士/作業療法士)が、ライフステージに応じた RA患者を支援する際に有用な患者支援ガイドを作成するこ

とである。本年度は、2019年度に実施したアンケート結果などをもとに、「関節リウマチ診療ガイドライン

2020」にも準拠する形で患者支援ガイドにて取り上げる項目の選定作業を行った。全 4 部構成とし、第 1

部「関節リウマチの基礎」(41項目)、第 2部「ライフステージ別の患者支援」(33項目)、第 3部「患者支

援制度について」(6項目)、第 4部「緊急時に対する備えと対応について」(9項目)を選定した。また、患

者支援ガイドの公開方法についても検討し、PDF 化したものを日本リウマチ学会関連サイト上で公開し、

無償で自由にダウンロードできる計画とした。次年度は分担して執筆を行い、日本リウマチ学会でのパブ

リックコメントの募集を経てガイドの完成を目指していく。 

 

A.研究目的 

メディカルスタッフ(看護師、薬剤師、理学療法士

/作業療法士)が、ライフステージに応じた関節リウ

マチ(RA)患者を支援する際に有用な患者支援ガイ
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ドを作成すること。 

 

B.方 法 

改訂「関節リウマチ診療ガイドライン」(日本リウ

マチ学会)との整合性を図りながら、医師、メディカ

ルスタッフ(看護師、薬剤師、リハビリテーションス

タッフ)、患者会が協同して患者支援ガイドの作成

に当たる。 

患者支援ガイドの作成計画は以下の通りである。    

2019年度：患者支援ガイドの作成に資する情報を

収集する目的でアンケート調査を計画 

2020年度：アンケートを実施しその結果を分析し、

患者支援ガイドで取り上げるべき項目の選定を行

い、執筆を開始する 

2021年度：患者支援ガイドを完成し、広く公開す

るとともにその普及に努める 

2020 年度は、Web 会議およびメール会議を実施し、

本ガイドで取り上げるべき項目について検討を行

った。 

 

C.結 果 

1.患者支援ガイドで取り上げる項目の選定 

 2020 年度前半に実施したメディカルスタッフに

対するアンケート調査結果(本年度分担研究報告書

の別項を参照)、「2020 年リウマチ白書」(日本リウ

マチ友の会)、「関節リウマチ診療ガイドライン 2020」

(日本リウマチ学会編集)、エビデンスの有無などを

参考に、本ガイドで取り上げるべき項目について研

究分担者、分担協力者とともに協議した。選定にあ

たり、本ガイドは必ずしも RA 診療を専門としない

メディカルスタッフの方々にも活用いただくこと、

患者のライフステージに応じた支援に役立つこと

を考慮した。その結果、表 1にある項目を取り上げ、

4部編成で作成することとなった(執筆、編集過程で

変更修正の可能性の余地は残した)。第 1 部(41 項

目)は「関節リウマチの基礎」とし、RA 全般の理解

を目的とした。第 2部(33項目)は「ライフステージ

別の患者支援」として「移行期」、「妊娠出産期」、「高

齢期」それぞれに特化し内容とした。また、第 3部 

(6項目)「患者支援制度について」、第 4部(9項目)

「緊急時に対する備えと対応について」はアンケー

ト調査の結果から、実際の支援で困っている事、知

りたい事として多く挙げられた項目を取り上げた。

さらに、項目選定の過程で、重要だが十分なエビデ

ンスがないもの、ニーズは高いが専門性の高いため

ガイド本体に含めるのが難しいものなどについて

は、別項で「コラム」として取り上げることとした

(項目については検討中)。 

 

2.患者支援ガイドの公開方法についての検討 

 本ガイドの使命は、必ずしも RA 診療を専門とし

ないメディカルスタッフの方々も含め、RA診療に関

わる多くの関係者の方々に幅広く活用いただくこ

とである。そのために、どのような公開方法が望ま

しいかの検討を行った結果、PDF 化したものを Web

上で公開し、無償で自由にダウンロードできる形で

公開することとした。公開場所は日本リウマチ学会

関連サイト上とした。また、一部は印刷して冊子化

し、リウマチ相談員養成研修会などでも活用いただ

けるよう計画した。 

 

D.考 察 

 患者支援ガイドで取り上げる項目を決定した。執

筆、変種の過程で変更修正の可能性は残るものの、

全 89 項目を取り上げることした。さらに患者支援

ガイドは書籍としての出版は行わず、PDF で web 上

にアップロードし、自由にダウンロードして活用で

きる計画とした。協議の過程で、ガイドをより充実

したものにするために写真やグラフなどの添付が

要望されたため、本文とは別に資料集などを準備す

る予定である。電子媒体での提供となるため、今後、

現場のニーズに合わせた項目追加や、関連ガイドラ

インの改訂に対応した加筆修正なども比較的容易

に対応可能と考えられる。 

 次年度は分担して執筆を行い、日本リウマチ学会

でのパブリックコメントの募集を経てガイドの完

成を目指していく。 

 

E.結 論 

「メディカルスタッフのためのライフステージ

に応じた関節リウマチ患者支援ガイド」で取り上げ

る項目を選定した。次年度は分担して執筆を行い、

ガイドの完成を目指す。 

 

F.健康危険情報 

特になし 

G.研究発表 

1.論文発表 

特になし 

2.学会発表 

特になし 

H.知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

1.特許取得 

特になし 

2.実用新案登録 

特になし 

3.その他 

特になし
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表 1．スタッフのためのライフステージに応じた関節リウマチ患者支援ガイド(案) 

 

第 1部：関節リウマチの基礎 

Ⅰ.関節リウマチの基礎知識 

Ⅰ-1 関節リウマチはどのような病気か（原因や疫学）？  

Ⅰ-2 関節症状の特徴は？  

Ⅰ-3 関節以外の症状として何があるのか？  

Ⅰ-4 関節リウマチの診断の基準は？  

Ⅰ-5 どのような血液検査が行われるのか？  

Ⅰ-6 どのような画像検査が行われるのか？  

Ⅰ-7 疾患活動性の評価はどのように行われるのか？  

Ⅰ-8 ADLの評価方法は？  

Ⅰ-9 関節リウマチにおける「寛解」とは何か？  

Ⅰ-10 T2T とは何か？  

Ⅰ-11 関節リウマチ診療ガイドライン 2020の概要は？  

Ⅰ-12 関節リウマチの長期予後および生命予後は？  

 

Ⅱ.関節リウマチの治療 

Ⅱ-1 治療の全体像は？  

Ⅱ-2 日常生活における注意点は？  

Ⅱ-3 薬物療法の全体像は？  

Ⅱ-4 メトトレキサート（MTX）：治療における役割と使用時の注意点は？  

Ⅱ-5 MTX以外の csDMARDs：治療における役割と使用時の注意点は？    

Ⅱ-6 生物学的製剤（bDMARDs）：治療における役割と使用時の注意点は？ 

Ⅱ-7 分子標的合成 DMARDs（tsDMARSs）：治療における役割と使用時の注意点は？ 

Ⅱ-8 消炎鎮痛解熱剤（NSAIDs）：治療における役割と使用時の注意点は？  

Ⅱ-9 ステロイド：治療における役割と使用時の注意点は？  

Ⅱ-10 抗 RANKL抗体：治療における役割と使用時の注意点は？  

Ⅱ-11 体調が悪いときや、内服や注射を忘れたときはどうすればよいのか？  

Ⅱ-12 治療薬は将来、中止できるのか？  

Ⅱ-13 手術の種類と適応は？  

Ⅱ-14 手術前後のマネージメントで気を付けるべきことは？  

Ⅱ-15 人工関節手術後に気を付けるべきことは？ 

Ⅱ-16 リハビリテーションの全体像は？  

 

Ⅲ.患者支援の実際 

Ⅲ-1 自助具や福祉用品にはどのようなものがあるのか？  

Ⅲ-2 装具にはどのようなものがあるのか？  

Ⅲ-3 余暇活動の支援としてどのようなものがあるのか？  

Ⅲ-4 骨粗鬆症対策にはどのようなものがあるのか？  

Ⅲ-5 注意すべき感染症とその対策は何か？  

Ⅲ-6 帯状疱疹の特徴と対策は何か？  



34 

Ⅲ-7 予防接種における注意点は何か？  

Ⅲ-8 間質性肺炎について知っておくべきことは何か？  

Ⅲ-9 悪性腫瘍について知っておくべきことは何か？  

Ⅲ-10 がん検診は受けるべきか？  

Ⅲ-11 その他の注意すべき合併症は何か？  

Ⅲ-12 関節リウマチ患者への支援制度にはどのようなものがあるのか？  

Ⅲ-13 関節リウマチ患者支援に関する取り組みにはどのようなものがあるのか？   

 

 

第 2部：ライフステージ別の患者支援 

Ⅰ.移行期 

Ⅰ-1 若年性特発性関節炎と関節リウマチの違いは何か？ 

Ⅰ-2 関節型若年性特発性関節炎と関節リウマチでは、適用のある治療薬に違いはあるのか？ 

Ⅰ-3 移行期関節型若年性特発性関節炎の診療で留意すべき治療薬の副作用や合併症は何か？ 

Ⅰ-4 移行期関節型若年性特発性関節炎症例やその家族と医療者の関係性で留意すべき点は何か？ 

Ⅰ-5 移行期関節型若年性特発性関節炎の生活指導において必要な知識は何か？  

Ⅰ-6 移行期関節型若年性特発性関節炎のリハビリテーションについて知っておくべき知識は何か？  

Ⅰ-7 関節型若年性特発性関節炎の小児期と成人期での医療費助成の違いは何か？  

Ⅰ-8 関節型若年性特発性関節炎の移行サマリーに必要な情報は何か？  

Ⅰ-9 移行期関節型若年性特発性関節炎症例の進学、就労に関する指導で留意すべき点は何か？  

 

Ⅱ.妊娠出産期 

Ⅱ-1 年齢に伴う妊娠率の変化は？   

Ⅱ-2 RAが妊孕性に及ぼす影響および RA女性の挙児率は？  

Ⅱ-3 避妊方法やパートナーへ伝えるべきことは何か？(月経周期の知識も含めて）  

Ⅱ-4 RA患者で妊娠が許容される条件は？  

Ⅱ-5 不妊検査や不妊治療時の注意点は？  

Ⅱ-6 妊娠を希望する際に使用を控えるべき薬剤は何か？  

Ⅱ-7 「子供にも病気は遺伝するのでしょうか？」と聞かれたら？  

Ⅱ-8 プレコンセプションケアを行う際、確認すべき点は何か？  

Ⅱ-9 妊娠中、RAの活動性はどう変わるのか？  

Ⅱ-10 妊娠中の生活で気を付けるべきことは何か？  

Ⅱ-11 妊娠中に使用を控えるべき薬剤は何か？  

Ⅱ-12 授乳が許容される抗リウマチ薬は何か？  

Ⅱ-13 産後の合併症（骨粗鬆症や産後うつ）への注意点は？  

Ⅱ-14 児の予防接種時の注意点は？  

Ⅱ-15 産後、RAの活動性はどうなるのか？  

Ⅱ-16 育児による関節機能への負担を軽減するにはどうすればよいのか？  

Ⅱ-17 患者さんへの支援制度や相談窓口は？  

 

Ⅲ.高齢期 

Ⅲ-1 高齢 RA患者の特徴は何か？  
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Ⅲ-2 ライフステージに応じた高齢 RAの治療目標は何か？  

Ⅲ-3 高齢 RA患者の服薬管理指導はどのように行えばよいのか？  

Ⅲ-4 高齢 RA患者に対する総合機能評価はどのように行えばよいのか？  

Ⅲ-5 高齢 RAに対するサルコペニアの評価はどのように行えばよいのか？ 

Ⅲ-6 高齢 RA患者にリハビリテーションを実施するときの注意点は何か？ 

Ⅲ-7 介護保険施設への入所や在宅医療への移行の際に注意すべき点は何か？ 

 

 

第 3部：患者支援制度について 

1 RA患者さんの支援制度にはどのようなものがあるのか？  

2 医療制度にはどのようなものがあるのか？  

3 暮らしの支援制度にはどのようなものがあるのか？  

4 福祉サービス制度にはどのようなものがあるのか？  

5 就労支援制度にはどのようなものがあるのか？  

6 患者サポート窓口にはどのようなものがあるのか？  

 

 

第 4部：緊急時に対する備えと対応について 

1 知っておくべき日本における災害の状況と支援体制は?  

2 災害時に困らないように家で準備すべき必需品は何か？  

3 避難時に携帯すべき必需品は何か？  

4 知っておくべき災害発生時に必要な行動は？  

5 災害時に備えて知っておくべき薬剤や注射剤の知識は何か？  

6 災害時に備えて準備すべき患者情報は何か？  

7 災害発生時の避難場所と緊急時の相談先は？  

8 避難所での過ごし方、避難所生活の注意点は？  

9 災害に関連して必要な心理・社会生活面の支援は？  

 


